
有機化合物を効率的に簡単に�
合成できる反応を研究しています�

反応開発と材料開発の違い� どんな反応を研究している？�
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触媒を変えるだけで 別の化合物が作れる反応�

1. 研究テーマを選ぶ�

2. テーマの背景を調べる�
3. 反応条件の検討�

4. 誘導体の検討�

5. 反応機構の解明�

研究の流れ�

教科書にない新しい反応�
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⾼分⼦� 医薬品�

新しい機能を持つ材料を開発�
↓�

性能評価�

既存の反応を�
組み合わせて合成�

材料開発�

アルコール�

エーテル�

環状アミン�

例えば�

温度は？溶媒は？時間は？�

どんな反応？�
置換基があっても

反応できる？�

⼀般的な還元�

In触媒を⽤いた還元�

環状アミド�

既存の反応は�
誰が考えたの？�

↓�
反応開発�

これらの化合物を�
⾃由に作るためには�
有機合成化学の�
技術が必要�

→研究内容についてもっと知りたい⼈は    �
 坂井研のホームページへ�
 www.rs.tus.ac.jp/sakaigroup/�

InI3 (cat.)
PhSiH3
toluene
120 °C, 24 h
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研究室選びはどうやったら良い？� 坂井研の⻑所と短所�

研究室の1⽇の流れ�

”何を開発しているか“だけでなく�
そのために毎⽇どんなことを�
しているかに注⽬！�

各研究室の⻑所・短所を⽐較して�
⾃分の性格・やりたいことが合う�
かどうか考えると良い�

教授や研究室の雰囲気�
との相性は⼤切！�

就職後も好きな研究が�
続けられる可能性は低い�
今やりたいことを�
やるべき�

コアタイム�
9:30〜19:00�

反応を仕込む�
(約1時間)�

⽣成物の単離、�
測定 & スペク

トル解析�
(約2~3時間)�

溶媒 & 基質精製�
(約1時間)�

勉強会準備�
 (約1時間)�

⽂献調査 &�
ディスカッション�

& 論⽂執筆�
 (約2〜3時間)�

お昼&休憩�

※⼟曜⽇は12:00〜17:00�
（⽉に１回⾃由）�

（⼀例）�

研究で⾏き詰ったときに�
気軽に先⽣や先輩に�
相談できる環境がある�

坂井研は�
有化実験⼤好きの集まりなので�
先輩が全⼒でサポートしてくれる�

研究室で週に1度�
有志で開かれる�
有機⾦属勉強会で�
有機化学を基礎から学べる�

反応設計�
⾦属触媒�

錯体�

研究の進め⽅が⾃分で�
⾃由に決められる�
⾃由度が⾼い�

⾯⽩い発⾒や⾃分のアイデアが�
あれば途中で研究テーマを�
変えることができる�

研究成果が出るのが遅い�

中間発表(研究報告)が�
2週間に1回ある�

計画的に実験ができない⼈は�
研究スケジュールを変更するハメに……�
研究テーマによっては原料合成が必要�

有機⾦属勉強会の様⼦�

実験については、実験操作
にかかる時間を考慮して、
１⽇の実験計画を⽴てます。�

「売ってない試薬は、⾃分で作るんや」�

先⽣⽅から有益な�
意⾒を頂ける場でも�
あるので⼤事です�

研究の流れは、学⽣
実験とは全く異なり
ます。仕込みや単離
操作が終了すれば、
次の作業仮説を試す
ための⽂献調査や
ディスカッションな
ど、デスクワーク中
⼼の作業になります。�
�


